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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文では，著者は一般にCTと略称される計算機トモグラフィの画像再構成問題を論じ，種々の形成のCT

に対し，数学的に導かれた解析的解の性質を実用的な立場から考察するとともに，それらの拡張の方法を報告し

ている。第ユ章では，この研究の背景を明確にするとともに，続く第2章では賄d㎝変換の逆問題としての画

像再構成の種々のアルゴリズムの位置付け及び相互関係を具体的に論じている。第3章は，本論文の最も根幹を

なすものであるが，単光子放射型CTの再構成問題における解析的解法を実用的な数学のアルゴリズムの立場か

ら論じ，さらに，通常行われている減衰係数分布に関する特定の制約条件の下での解析的解の性質を詳細に検討

している。また，この制約条件を実質的に逃れるための拡張の方法を第4章において論じるとともに，それらの

方法の有効性を第5章でシミュレーションにより確認している。

審　　査　　の　　要　　旨

　逆問題の典型である画像再構成を実用的な立場を考慮しつつ，数学的に論じ，また，臨床医学で用いられる画

像診断装置におけるアルゴルズムとしての拡張を研究した有意義な論文である。純粋な科学の立場より興味ある

問題提起を行い，同時に工学の立場より実用的手法を提案している。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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